
1 

平成２８年度第３回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２８年１１月１５日（火） 

  開会 午後 ２時 

  閉会 午後 ３時２０分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席委員 

  千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、村瀬美根代、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、

服部亜紀、杉島重男、鍋島洋行 計１０名 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 石坂清二、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐  

川本英貴、環境事業センター所長補佐 山崎力、環境課主事 山下徳仁 

７ 議題等 

⑴ 座長あいさつ 

⑵ 報告事項 

ア ごみ排出状況 

  イ プロジェクトの進捗状況 

⑶ 議題 

ごみ減量に向けた取組について 

⑷ 講話 

   「最近の循環型社会推進状況と課題について」 

   講師 日本福祉大学 千頭 聡 教授 

８ 会議の要旨 
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 定刻になりましたので、ただ今から「平成２８年度第３回 尾張旭

市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

 本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めております。また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議については情報公開の対象となることも、あわせて

ご了承いただきたいと思います。 

 では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。 

＜会議資料確認＞ 

資料に過不足ないようでしたら、次第に沿って会議を進行させてい

ただきます。本日は「３ 議題」まで終わりましたら、「４ 講話」

ということで千頭先生からお話をいただくことになっております。そ

のため、「３ 議題」までを１時間ほどで進めて行ければと考えてお

りますので、会議の進行にご協力お願いします。 

それでは次第にそって進行します。次第１「座長あいさつ」を、千

頭先生お願いします。 

 こんにちは。今日はよろしくお願いします。事務局から１時間との

お話がありましたが、どんどん議論していただいて、その分私の話を

短くしますので、ご意見いただきますようよろしくお願いします。先

ほど、杉島委員から、「千頭は何者か分からないので自己紹介してほ

しい」という話がありましたので、この後の講話の中でお話しできれ

ばと思います。 

これからは、次第に従って報告事項、議題と進みますが、以後、座

長である千頭先生に議事の進行をお願いしたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 まず、「２ 報告事項」の⑴「ごみ排出状況について」、事務局説明

してください。 

＜資料１を用いて報告＞ 

ありがとうございました。事務局の説明を聞き、質問等ございまし

たら、ご発言ください。 

公共施設のごみを事業系として出すようになったことで、今まで家

庭系のごみ集積所に出していたものを、別枠で収集しているというこ

とですが、私はいつからどの程度の規模で始まっているかを知りませ

ん。収集方法を変更したことは数値に反映されていますか。 

９月から事業系のごみとして出しています。影響があるとすれば９

月の数字からになると思いますが、家庭系のごみとして計算していた

ものを事業系に変えたため、①の家庭系処分ごみの排出量に何らかの

影響が出ると思います。昨年同月比で見ると減少していますが、これ

が公共施設のごみが減少したことが理由かはデータ分析しなければ
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なりません。②の処分ごみの数値については、公共施設のごみが家庭

系から事業系に移っただけで、合計の数値は変わらないです。 

変更してすぐということで、１カ月単位で増減について検討するの

は議論が難しい部分もあります。 

ごみの排出量があまり減っていない理由は、新たな施策をしてこな

かった結果がこのような数値になるのではないか。平々凡々としてい

ると、平成３５年度の目標の達成は困難である。基本計画に基づいた

施策を急ピッチで進める努力を、行政にはお願いしたい。 

計画の進行管理は推進会議で行いますか。 

進行管理は上位の廃棄物減量等推進審議会で行いますが、取組の進

め方は、推進会議でも議論することになります。 

また、アンケートもこれから発送しますので、それと合わせてごみ

を減らすことへの周知を市民に行っていきたいと思います。 

この基本計画は全国の自治体と比べるとかなり踏み込んで書かれ

ており、様々な内容が掲載されて素晴らしいと思いますが、同時に、

どのように実施すべきかを問われる部分があると思います。 

では、資料１については、どんどん減っている状況ではないという

ことを確認して、次に進みたいと思います。 

報告事項⑵「プロジェクトの進捗状況について」、全体の内容に

ついては事務局から説明していただき、その後、各プロジェクト

のリーダーから進捗状況を説明していただきたいと思います。 

＜各プロジェクトの大枠について、事務局説明＞ 

続いて、資料の順番で発表していただきます。各プロジェクト

のリーダー、よろしくお願いします。 

＜ごみ有料化プロジェクトの杉島委員、事業系ごみ適正化プロ

ジェクトの深田委員、リサイクル広場拡充プロジェクトの松原委

員より、各プロジェクトの進捗状況等について説明＞ 

ありがとうございました。それぞれのプロジェクトについて報

告いただきました。まずは有料化プロジェクトについてご意見が

あれば発言していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

杉島委員は市財政当局がはっきりと返事をしてくれなかったとい

うことですが、そもそもごみ減量に関わるかたと市財政当局と直接話

をすることは、極めてまれです。いい意味で皆さんが頑張った証だと

思います。市財政当局は、市民から直接有料化の意気、意見が出てき

たことは、絶対インパクトがあると思います。 

私も懇談会に参加しましたが、なぜ実施するのかという大義名分が

ないと、有料化はなかなか市民に受け入れられないのではないかと思

います。その時に市の財政状況をきちんと説明して市民に協力を求め
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れば、かなり説得力があるのではないかと感じました。それと同時に、

ごみの分別意欲につながるのではないかと思います。良い会議に参加

できたと思いました。 

市の財政は可もなく不可もなく、借金もあまりなく、県内では比較

的優秀な自治体の財政状況と言えると思います。だからと言って、少

子高齢化の中、５年１０年単位で見た場合、新税でも作らない限り収

入の増加は見込めないと思います。しかし、高齢化が進み、子育て世

代の要求にこたえる仕事をするためには、いくらお金があっても足り

ないという中では、改めて有料化の問題を市当局も検討しなければな

らないと感じました。 

次にリサイクル広場拡充プロジェクトについて、何か補足、コメン

トはありますか。 

生前整理のチラシを、リユース祭で配布するために鍋嶋委員に案を

作成していただき、他の委員からもご意見いただいたり市で調べたり

しました。これを市と推進会議のどちらの名前で発行するかを考えま

したが、内容が推進会議で検討していることと若干ずれていると思い

ます。推進会議ではごみをどのように減らすかを検討していますが、

ピンポイントの内容ではなく、どちらかと言えば介護寄りになってい

ます。推進会議の名前で出すのはどうかと考えていますが、委員の皆

様にご意見をいただきたいと思います。事務局案としては、リユース

祭でクイズを行うので、設問の中に「片付けや生前整理をすることで

リユースできます」という内容を盛り込む方法がありますが、いかが

でしょうか。 

片付けについては、つまづいて寝たきりになってもいけませんし、

防災備蓄の観点もあるため、どうしても内容が広範囲に及びます。推

進会議の趣旨とは異なり、市民情報としてはいいものの、なかなか難

しいです。生前整理クイズやエコクイズを市民祭で実施しましたが、

文字が多すぎると読みにくく、少なくすると基本的なことでしか問題

を作成できません。ただ、生前整理については、業者とトラブルにな

ったり、逆に片付けなければならないのにできなかったりということ

で、難しいテーマだと思います。やはり、つまずきと防災備蓄のセッ

トで説明出来たらいいなと思っています。 

私も喫緊な問題だとは思いますが、推進会議の名前でこれを配布し

た場合、「どの業者でできますか」と言われたら、特定の会社名しか

言えなくなってしまう。そのあたりがやりにくいなと思います。 

リサイクル広場では粗大ごみの受け入れはありますが、生前整理の

物として持ち込めるようにすると、少し困る部分があります。 

業者名を抜いて、防災備蓄やつまずき防止をするために「片付けま
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しょう」というシンプルな記載にしてはどうでしょうか。 

エコクイズの中で説明してはどうでしょうか。 

私は、消費生活講座を鍋嶋委員に依頼して開催しましたが、とても

反響がよく、自分も生前整理をしなければならないと思いました。た

だ、整理をするとごみが大量に出たりするため、ごみ減量の内容には

そぐわないと思います。 

生前整理自体はとても大事なことなので、何らか別の方法でアピー

ルしていけばいいと思います。 

どの団体の名前で配付するかというのもありますが、リサイクル広

場の祭で配付するのはどうでしょうか。広場がまるで、生前整理の引

き取り場所のように思われてしまい、勘違いしてしまう人もいると思

うので、配布方法には注意が必要です。 

皆さんのご意見を伺うと、このチラシをこのままで配るのはどうか

という意見が多いのですが、中身は大事なことなので、生前整理を高

齢のかたにアピールする場面では使えるのではというご意見でよろ

しいですか。 

例えば、民間の業者が出店できる市民祭などで周知するのがいいと

思います。 

私は仕事柄、他人のお宅に入ったりしますが、特に６０代以上のか

たが住む世帯の半分は不要なものだと思います。たまに、お客さんに

「捨てたほうがいいのでは」と言いますが、業者に処理をお願いする

と１００万円はかかると言われたそうです。チラシの意図は非常に分

かります。 

あと、リユースコーナーが特定のかたに使われており、３人家族だ

と９点もらえるということですが、普通だと一家族何点としていると

思うので、いかがなものかと思います。 

今日も事業センターに行っていましたが、開始時にいつもの人が子

連れでいらっしゃっていました。 

日曜日にイベントをしたのですが、地域の住民・団体・家族に限っ

てフリーマーケットを出店してもらい、よそ者を入れないようにして

います。なぜかというと、リデュースの一つとして行っており、地域

内でいらないものを譲り渡し、ごみになるのを遅らせようとしていま

す。ただ、その方式だと、出てくるグループに限度があるため、参加

範囲を広げようという意見がありました。それでも、特に若いかたが

言うのは、「他の地域からもらっていいの」ということです。リサイ

クルの商売のように、こういった施設を利用する人がいてはいけない

ので、自分たちの知っている人から買うというようにしなければなら

ないと思います。 
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月に１０回も来る子ども連れが持っていく品数は、絶対に子育てに

は必要ないです。やり方を考えないと善意のサイクルが狂う可能性が

あるのかなと思います。 

もともとは「リユース品の有償化」として値段をつけられないかと

いう市長の提案をもとに検討したのですが、値段をつけることで運営

している人たちに新たな負担をかけることになり、善意でしているこ

とにお金をつけるということをすれば、そのようなかたの利用を制限

できないかとして、動いてきました。今、チラシで改善が見られない

ので、少しずつ声かけをしようという意見があり、それ以外にできる

ことについて委員の皆様に対応を考えてもらっています。 

今回の意見の最初は、お一人様何点というのを一家族何点にします

かというのが議論の出発点だと思いますが。 

あれだけの点数を持っていくのであれば、不要になるものもあると

思いますが、どこかに消えてしまいます。 

そういう人は、制限を設けても最大限持っていくと思うので、だん

だん制限を大きくしていく段階で排除するのが目標であり、検討しな

ければならないと思います。そのあたり、アイデアがないでしょうか。 

大きく見たときに、ごみが回って行き、誰かに使ってもらえたらと

いうのであれば良いと思いますが、出す人の善意から見ると、そうは

思わないです。システムとしてそういうことが出来ないようにしなけ

ればいけません。モラルにすがっているルールでは、難しいです。 

「リユース祭をするから来て」と友達に言ったところ、「リサイク

ル広場は特定の人が品物を持って行くから、いい品がない」という話

を聞きました。 

来たことがない人からそのような意見を２件聞いたのですが、噂が

先行する状況ではいけないと思います。口コミは早く伝わるため、何

か手を打たないといけません。 

ちなみに、どういう立場で声をかけるかは難しいところですが、環

境事業センターとして実際に声かけなどを行ったことはありますか。 

いつも来られるかたは、毎朝来られますが、状況を見ながら声かけ

を実施したいと思います。 

リサイクル広場拡充プロジェクトの中でも点数を絞る案もありま

したが、まずは声かけをしていきますので、一家族何点としていくか

は、今後のプロジェクトの課題にしたいと思います。 

例えば、ベビーカーのように、制限を設けて、公平な抽選をしてい

る品については、当たったから取りに来たり、外れたけど次も見に来

るからと言ったりしていた親子連れもいらっしゃいました。また、次

に何が出るのかを楽しみながらネットもチェックしているという人
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もいます。 

このような場合、市民の皆さんと話してみると、いい利用の仕方、

配分の仕方をしており、良い印象を持っているのではないかと感じま

した。 

皆さんの方向性は、噂も含めて本来のリユースコーナーの趣旨から

逸脱してしまう可能性があるので、制限するのも仕方ないという方向

性ですよね。どう具体的にするかはプロジェクトの中で話し合うとい

うことでいいですか。 

声かけをしたからと言ってやめるかどうかは分かりませんし、声か

けの仕方で怒られるかもしれませんが、他にも利用しているかたがい

るので、「必要な分だけで」という声かけをすることは、どのように

なるかは分かりませんが、第一歩だと思います。 

お金儲けのセミプロみたいな人に渡したくて持っていっているわ

けではないので、そのような噂があり、特定の人にわたっていること

を聞くと、ごみとして出してしまえと思われてしまう。早急にルール

を作り、善意の人に渡すということであれば、リサイクル広場への持

ち込みが多くなるのではないか。 

ヘビーユーザー向けのチラシを作製して効果がなかったとしても、

品物を出されたかたの思いを表現し、掲示することで即効性はなくて

も次の段階に行けると思います。どういう表現にするか、一家族３点

にするかは今後の検討課題としてはいかがでしょうか。 

事業系プロジェクトについては、特にございませんか。 

続いて、議題３「ごみ減量に向けた取組」について、事務局説明し

てください。 

＜資料２-４、２-５、資料３について説明＞ 

ありがとうございます。渡辺委員から「がおかエコフェス」につい

て、何か補足はございますか。 

今年は来場者が６００人、スタッフが６０人、出店者を含めて７５

０人ぐらいの参加となりました。天気に恵まれ良かったのですが、こ

れ以上になると私たちの能力を超えてしまうので、宣伝はしないとい

けないですが、しすぎてこれ以上参加者が増えても困ってしまいま

す。 

資料３について何かご意見はありますか。 

ごみ出しアプリについては、プッシュ通知と言って、「今日は可燃

の収集日」というような通知が出るため、使っているかたは収集日を

知ることができます。 

そのように収集日を教えてもらうというのが信じられません。 

可燃ごみについては週２回なので分かると思いますが、今年から 



8 

 

 

千頭座長 

 

 

 

 

 

環境課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

千頭座長 

 

 

開始したスプレー缶の収集などは、分からないかたもいると思いま

す。 

これは「さんあーる」を基にしていると思いますが、市によって 

は、ごみの情報だけでなく市政情報を載せているところもあり、イベ

ント等のご案内を載せることもできると思います。 

他はいかがでしょうか。 

では、今日の議題は以上かと思いますが、もし今何かありましたら

ご発言ください。 

何もなければ、事務局から次回の会議についてご説明します。次回

は、アンケートの集計結果や組成調査の結果についてお知らせしたい

と思います。正式に日程が決まり次第、ご連絡いたしますので、皆様

お忙しいと思いますが、ご参加いただきますよう、よろしくお願いし

ます。また、リサイクル・リユース祭への参加もご協力お願いします。

プロジェクトもリーダーを中心に実施していきたいと思います。本日

は、貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。事務局から

は以上です。 

これで、第３回循環型社会推進会議を終了します。本日はありがと

うございました。 

＜会議終了後、千頭座長の講話＞ 

 


